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1)研究目的
人がある行為を行うとき, 人はそれを何処で行うか決定しなければならない. それは恣意的な決定で, その場の設計の意図とは必ずしも一致しない. 特にカフェでは設計する者は労働者と不特定多数の顧客の空間的嗜好を予想して空間を設計しなければならない. しかし空間的嗜好は個々人により異なるものであり, 評価理由も異なる. そこで, 個々人の嗜好に幅広く対応するカフェ空間を設計することを目的とし, 大学校内のカフェを対象として空間的嗜好と空間の要素の関連性を明らかにし, そのパターンを示す. 
2)研究の位置付け
　富永らの「現代建築ファサードの反復表現にみられる「動き」（２）」では建築のファサードの幾何学的パターンを示しているが, 空間や, 利用者に与える印象については言及していない. 本研究では利用者の空間的嗜好と空間的要素の組み合わせを分析する.
3)研究目的と調査方法
　人の空間的嗜好は個々人により異なる. そこで, 空間的嗜好の差異を広くカバーする空間を設計するために, カフェにおいて想定される行為と, そのときの空間的嗜好と空間要素の関係性を明らかにし, その関連性のパターンを示す. 調査方法として, まず, 1)カフェの嗜好評価をアンケート調査により行い, 評価理由からとらえられる空間要素を抽出する. そして, 2)空間的嗜好と空間要素の組み合わせのうち, 共通するパターンを明らかにする.

4)分析手法
数量化Ⅱ類でパターンごとに評価を基準とした分布を分析する.

5)仮説
　空間的嗜好と要素の組み合わせが明らかになり, 多重的な空間設計が可能になる. 空間要素の構成パターンの評価の重なりがわかる.
